
沖グループ労組加入率と組合員数の変遷
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２ ０ １ ３ 年 ８ 月 ３ ０ １ 号沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

花言葉：愛情の絆

残暑お見舞い申し上げます。

「会」はＯＫＩとその関連などで働く人々

が「安心して人間らしく働ける職場」を願っ

て創られました。正規・非正規を問わず誰で

も入会できます。略称はＯＡＫ。

労働相談は、ホームページの「相談窓口」で

常時受け付けています。お気軽にどうぞ！
連絡先：電機労働者懇談会気付 沖電気の職場を明るくする会

東京都港区新橋４－２４－３ エムエフ新橋６０１号 電話 03（6450）1777

あさがお

ＯＫＩユニオン組合員の状況 《定期大会議案より》

組合員数：2,927名（13年５月２０現在、出向者含む）

採用人員：定期採用75名（１３年4月）、キャリア採

用14名（12年4／１～１３年3／３１）

・シニア組合員：25名（12年4/１～１３年3／31）

退職：105名（12年4／１～１３年3／31）

転籍27、転進12、自己都合退職22、定年退職34

その他10

非正規（契約社員）の社員化数：12人

・時間外60時間超過者：1,966人

・年休取得６日未満：125人（年間累計）

・年休取得（目標：平均取得日数 14日以上）

平均取得日数：12.60日、平均切捨て日数：10.03日

自
・
公
政
権
の
暴
走
を

ど
う
食
い
止
め
る

７
月
の
参
議
院
選
挙
で
安
定

的
過
半
数
を
確
保
し
た
自
公
政

権
は
、
国
民
的
な
大
問
題
に
な
っ

て
い
る
政
策
で
暴
走
を
始
め
て

い
ま
す
。

働
く
環
境
を
悪
化
さ
せ
る

労
働
法
制
の
規
制
緩
和

職
種
、
地
域
限
定
の
「
限
定

正
社
員
」
制
度
で
解
雇
を
容
易

に
す
る
。
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
野

放
し
に
す
る
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
」
や
派
遣

期
間
の
上
限
緩
和
な
ど
派
遣
労

働
の
規
制
緩
和
な
ど
を
推
進
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

更
な
る
負
担
を
押
し
付
け
る

消
費
税
増
税

賃
金
抑
制
の
状
態
で
の
来
年

４
月
か
ら
８
％
、
１
５
年
１
０

月
か
ら
１
０
％
の
消
費
税
増
税

で
は
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
ど

こ
ろ
か
、
消
費
が
停
滞
し
て
日

本
経
済
が
落
ち
込
ん
で
い
く
懸

念
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

危
険
極
ま
り
な
い
、

原
発
再
稼
働

福
島
原
発
は
廃
炉
、
放
射
能

汚
染
水
問
題
な
ど
が
未
解
決
の

ま
ま
で
す
。
今
だ
収
束
の
目
途

も
立
た
な
い
ま
ま
の
再
稼
働
反

対
は
国
民
多
数
の
声
で
す
。
し

か
し
、
政
府
は
電
力
会
社
や
原

発
関
連
企
業
の
再
稼
働
要
求
に

沿
う
だ
け
で
な
く
原
発
の
海
外

へ
の
売
込
み
を
図
る
、
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
ま
で
か
っ
て
出
て
い

ま
す
。

平
和
憲
法
の
改
悪

ア
メ
リ
カ
と
一
体
化
の
軍
拡

米
軍
と
一
緒
に
な
っ
て
海
外

で
戦
争
で
き
る
国
に
す
る
た
め

に
、
憲
法
解
釈
の
変
更
や
憲
法

改
悪
を
し
や
す
く
す
る
９
６
条

の
改
定
の
布
石
を
、
着
々
と
打
っ

て
９
条
改
悪
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

労
働
組
合
方
針
は
、
国
民
・

労
働
者
の
要
求
と
ね
じ
れ
て

い
ま
せ
ん
か
？

労
働
規
制
緩
和
に
対
し
て
も

積
極
的
反
対
の
姿
勢
が
感
じ
ら

れ
な
い
し
、
消
費
税
増
税
は
賛

成
。
原
発
再
稼
働
容
認
、
憲
法

改
悪
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
も
は
っ
き
り

し
ま
せ
ん
。
ど
の
問
題
を
と
っ

て
も
、
労
働
組
合
と
し
て
こ
れ

ら
の
施
策
に
反
対
し
、
国
民
と

労
働
者
の
生
活
と
権
利
を
守
っ

て
い
く
方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

企
業
内
労
働
組
合
の

枠
を
乗
り
越
え
、
労
働
組
合
と

し
て
の
社
会
的
責
任
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

労
働
組
合
は
働
く
も
の
の
気
持
ち
を
大
事
に
し
て

社
会
的
責
任
を
果
た
し
て
い
ま
す
か
？

参
議
院
選
挙
の
結
果

が
で
た
。
自
民
党
の

争
点
隠
し
と
マ
ス
コ

ミ
の
誘
導
で
、
自
民
の
大
勝
、
自

民
と
正
面
か
ら
対
抗
し
て
い
る
共

産
党
の
躍
進
、
民
主
党
惨
敗
、
第

三
極
政
党
の
伸
び
悩
み
な
ど
と
報

じ
ら
れ
て
い
る
。
選
挙
後
も
野
党

の
ご
た
ご
た
が
続
き
、
衆
参
の
ね

じ
れ
を
解
消
し
た
自
公
政
権
が
優

位
に
政
権
運
営
を
す
る
と
も
報
じ

ら
れ
て
い
る
▼
投
票
日
の
翌
日
、

東
電
が
今
ま
で
認
め
て
こ
な
か
っ

た
放
射
線
汚
染
水
が
海
に
流
出
し

て
い
る
こ
と
を
初
め
て
認
め
た
。

安
倍
首
相
も
東
電
の
当
事
者
能
力

の
無
さ
に
、
国
費
（
税
金
）
を
使
っ

て
、
対
応
す
る
よ
う
指
示
し
た
▼

沖
縄
の
キ
ャ
ン
プ
ハ
ン
セ
ン
で
米

軍
ヘ
リ
が
８
月
５
日
、
民
家
か
ら

２
キ
ロ
し
か
離
れ
て
い
な
い
場
所

で
墜
落
、
沖
縄
の
怒
り
の
中
、
オ

ス
プ
レ
イ
１
２
機
が
普
天
間
へ
追

加
配
備
▼
広
島
・
長
崎
の
平
和
式

典
で
「
原
爆
は
絶
対
悪
」
と
断
罪

し
イ
ン
ド
と
の
原
子
力
協
定
交
渉
、

４
月
の
核
不
拡
散
条
約
再
検
討
委

員
会
で
「
い
か
な
る
状
況
で
も
核

兵
器
を
使
う
べ
き
で
な
い
」
と
い

う
文
言
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た

日
本
政
府
の
対
応
を
痛
烈
に
批
判
、

被
爆
国
の
原
点
に
返
る
こ
と
を
要

求
▼
８
月
か
ら
は
電
気
、
ガ
ス
な

ど
の
値
上
げ
が
始
ま
り
庶
民
の
生

活
を
苦
し
め
る
。
麻
生
副
首
相
の

改
憲
は
ナ
チ
ス
を
見
習
え
発
言
、

安
倍
首
相
も
「
改
憲
は
歴
史
的
使

命
」
と
発
言
し
選
挙
公
約
で
あ
い

ま
い
に
し
た
改
憲
問
題
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
参
加
・
消
費
税
増
税
な
ど
を

強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

衆
参
の
ね
じ
れ
は
無
く
な
っ
て

も
国
民
と
の
ね
じ
れ
は
広
が
る
ば

か
り
で
す
。



　（億円）
　2012年防衛省契約順位 契約金額
1三菱重工業 2,403
2 日本電気 1,632
3 川崎重工業 1,480
4 三菱電機 1,240
5 ディー・エス・エヌ 1,221
6 ジャパン・マリン・ユナイテッド 740
7 東芝 503
8 富士通 300
9 ＩＨＩ 277
10 小松製作所 267
11 ＪＸ日鉱日石エネルギー 244
12 日立製作所 219
13 コスモ石油 177
14 ダイキン工業 145
15 ＩＨＩエアロスペース 136
16 沖電気工業 126
17 中川物産 120
18 富士重工業 119
19 昭和シェル石油 110
20 いすゞ自動車 100

★ なくそう貧困・格差 守ろう生活 変えよう政治 ★ ２ ０ １ ３ 年 ８ 月 第 ３ ０ １ 号

最
低
で
も

時
給
１
３
１
７
円
を

【
沖
の
契
約
社
員
】

沖
電
気
グ
ル
ー
プ
に
は
４
千
人

超
の
非
正
規
社
員
（
契
約
社
員
・

派
遣
社
員
を
含
ま
な
い
）
が
働
い

て
い
ま
す
。

最
低
賃
金
の
改
定
を
議
論
す
る

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
で
、
２
０

１
３
年
の
従
業
員
３
０
人
未
満
の

事
業
所
が
１
年
前
の
６
月
比
で
時

給
１
０
円
ア
ッ
プ
の
１
３
１
７
円

（
全
国
平
均
）
に
な
っ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

沖
電
気
の
契
約
社
員
に
は
結
婚

休
暇
、
半
日
休
暇
や
、
退
職
金
制

度
も
な
い
。
派
遣
社
員
も
含
め
て

３
０
人
未
満
企
業
並
み
の
時
給
・

１
３
１
７
円
以
下
で
働
く
社
員
を

な
く
し
て
、
正
社
員
と
の
格
差
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

魅
せ
る
工
場
へ
改
革
進
む

【
埼
玉
・
本
庄
】

情
報
通
信
（
本
庄
）
工
場
は
Ｅ

Ｍ
Ｓ
事
業
拡
大
の
た
め
改
革
を
進

め
て
い
ま
す
。
通
路
の
扉
を
ス
ム
ー

ズ
に
動
く
も
の
に
取
り
替
え
た
り
、

最
近
は
建
物
内
の
中
央
通
路
床
面

を
ダ
ー
ク
グ
リ
ー
ン
か
ら
明
る
い

ク
リ
ー
ム
色
系
に
塗
り
替
え
、
工

場
全
体
が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
古
い
建
物
の
た
め
、
逆

に
天
井
部
分
の
汚
れ
が
目
立
つ
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
通

路
に
掲
示
さ
れ
た
ラ
イ
ン
の
担
当

者
の
顔
写
真
も
明
る
い
表
情
の
写

真
に
変
え
る
よ
う
に
指
示
が
あ
り

ま
し
た
。

職
場
で
は
契
約
社
員
や
派
遣
社

員
な
ど
の
非
正
規
社
員
が
半
数
で

す
。
非
正
規
社
員
の
待
遇
改
善
も

魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
に
は
必
要

で
す
ね
。

沖
電
気
も
野
菜
生
産

【
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ウ
イ
ン
テ
ッ
ク
・

Ｏ
Ｋ
Ｉ
プ
ロ
サ
ー
ブ
】

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
な
ど
電
機
企
業

が
工
場
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
植
物

工
場
に
転
用
し
て
「
植
物
栽
培
工

場
」
市
場
に
参
入
し
て
い
る
。

沖
電
気
も
３
月
に
蕨
シ
ス
テ
ム

セ
ン
タ
ー
で
実
験
を
開
始
し
た
。

育
成
設
備
・
運
用
管
理
は
ウ
イ
ン

テ
ッ
ク
が
担
当
、
育
苗
か
ら
収
穫

ま
で
は
プ
ロ
サ
ー
ブ
が
担
う
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
も
沖
電
気
も
最

初
は
生
産
の
容
易
な
レ
タ
ス
か
ら

始
め
る
と
し
て
い
る
。

労
組
紙
２
０
０
号
特
集

配
属
の
思
い
出
２
０
０
人

【
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
】

労
組
は
１
９
９
９
年
に
沖
グ
ル
ー

プ
の
ソ
フ
ト
関
連
会
社
１
０
社
の

統
合
で
発
足
。
更
に
１
０
年
に
は

沖
通
信
シ
ス
テ
ム
と
沖
イ
ン
フ
ォ

テ
ッ
ク
も
統
合
さ
れ
約
１
２
０
０

人
の
組
織
人
数
に
な
っ
て
い
ま
す
。

労
組
紙
は
今
年
６
月
２
０
日
号

で
２
０
０
号
に
な
り
「
２
０
０
人

の
顔
写
真
付
き
の
「
配
属
の
頃
の

思
い
出
」
の
特
集
が
組
ま
れ
ま
し

た
。

○
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
の
苦
労

○
デ
ー
タ
消
去
な
ど
作
業
ミ
ス

○
イ
ン
ド
や
中
国
で
の
研
修

○
宴
会
や
歓
迎
会
で
の
失
敗
秘
話

○
ド
キ
ド
キ
し
た
電
話
対
応

○
寮
生
活
や
上
司
と
の
関
係

・
・
・
・
・
パ
ソ
コ
ン
が
一
人
一

台
で
は
な
か
っ
た
時
代
か
ら
今
日

ま
で
い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
ぬ
入

社
時
の
緊
張
が
共
有
で
き
ま
す
。

外
で
飲
む
ビ
ー
ル
は
最
高

【
群
馬
・
富
岡
】

７
月
２
６
日
、
旧
厚
生
棟
跡
地

に
植
え
ら
れ
た
芝
生
の
上
で
初
め

て
納
涼
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。
芝

生
は
き
れ
い
に
刈
り
込
ま
れ
、
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
い
て
座
っ
て
も

柔
ら
か
く
て
心
地
よ
い
！

夕
立

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
何
と
か

も
ち
ま
し
た
。
「
外
で
の
生
ビ
ー

ル
は
、
最
高
だ
ね
」
「
ト
コ
ロ
テ

ン
、
ス
テ
ー
キ
も
お
い
し
い
」
と

好
評
で
し
た
。

最
後
の
抽
選
会
は
、
た
く
さ
ん

の
方
が
当
た
り
、
当
選
番
号
が
発

表
さ
れ
る
度
に
歓
声
が
起
こ
り
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
「
以
前
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
う
ち
わ
を
全
員
に

配
ら
れ
て
良
か
っ
た
の
で
是
非
復

活
さ
せ
て
ほ
し
い
ね
」
「
ス
テ
ー

ジ
で
の
カ
ラ
オ
ケ
や
生
演
奏
な
ど

も
あ
る
と
い
い
の
に
ね
」
な
ど
の

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

ソノブイ（音響探知機）＝潜水艦を捜索す

るために航空機から海面に投下、投下後、

海中に吊り下げられる受波器等により潜水

艦の発する音の聴取等を行う円筒状の器材

沖電気も軍事企業 《沖電気を考える》第６７回

防衛省中央調達契約 １２６億円 （２０１２年度）

沖電気が防衛省に納入する主な装備品

●潜水艦ソーナー・システム ●ソノブイ

●野外電話機端末 ●潜水艦聴音訓練装置

世
界
の
軍
事
費
１
７
３
兆
円

日
本
は
５
兆
円
超
で
世
界
４
位

軍
事
費
を
削
っ
て
福
祉
や
子
ど
も
た

ち
の
命
を
救
え
！

ア
メ
リ
カ
が
軍
事

力
（
世
界
の
防
衛
費
の
４
０
％
を
費
や

す
）
で
世
界
支
配
を
続
け
、
削
減
は
進

ん
で
い
な
い
。
近
年
ア
メ
リ
カ
は
日
本

へ
軍
事
費
負
担
増
の
要
請
を
強
め
て
る
。

ソ
ノ
ブ
イ
は
過
去
５
２

年
間
で
１
０
０
万
本
納

入
し
て
い
る
。

▼
企
業
の
ブ
ラ
ッ
ク
化
▲

外
国
人
実
習
生
受
け
入
れ

事
業
所
の
８
割
で
不
当
労
働

２
０
１
２
年
度
、
外
国
人
実

習
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
事
業

所
は
約
２
万
。
労
働
基
準
監
督

署
が
違
法
状
態
が
疑
わ
れ
る
２

７
７
６
事
業
所
を
調
査
し
た
結

果
が
公
表
さ
れ
た
。

２
１
９
６
事
業
所
（
約
７
９

％
）
に
違
法
事
態
が
あ
り
指
導
。

悪
質
な
例
で
は
、
月
１
０
０
時

間
以
上
残
業
さ
せ
な
が
ら
、
タ

イ
ム
カ
ー
ド
に
虚
偽
の
記
載
を

し
て
、
残
業
代
は
１
時
間
４
０

０
円
程
度
し
か
払
わ
な
い
。
長

期
に
わ
た
り
実
習
生
に
賃
金
を

払
わ
な
い
。
な
ど
が
あ
る
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
な
ど
電
機
各
社
の

「
追
い
出
し
部
屋
」
や
過
酷
な

ノ
ル
マ
で
従
業
員
を
使
い
捨
て

を
す
る
「
ユ
ニ
ク
ロ
」
や
「
ワ

タ
ミ
」
。
長
時
間
労
働
と
タ
ダ

働
き
の
横
行
。
正
規
か
ら
非
正

規
へ
の
置
き
換
え
・
・
・
。

日
本
企
業
の
ブ
ラ
ッ
ク
化
阻
止

の
闘
い
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

国
民
総
所
得
（
Ｇ
Ｎ
Ｉ
）

っ
て
ど
ん
な
指
標

安
倍
首
相
が
一
人
あ
た
り
の
国
民
総
取
得

を
１
０
年
後
に
１
５
０
万
円
増
や
す
方
針
を

掲
げ
て
い
る
。
こ
の
指
標
は
平
均
収
入
の
こ

と
で
は
な
く
、
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ)

に

日
本
企
業
が
海
外
で
の
生
産
や
投
資
で
得
た

収
益
の
純
受
取
額
を
加
え
た
も
の
で
す
。

式
で
表
す
と
「
Ｇ
Ｎ
Ｉ
＝
Ｇ
Ｄ
Ｐ
＋
海
外
で

の
収
益
」
と
な
り
ま
す
。

近
年
、
日
本
の
貿
易
収
支
は
赤
字
。
海
外

投
資
な
ど
で
所
得
収
支
が
貿
易
赤
字
を
上
回

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
企
業
が
海
外
で

稼
い
だ
お
金
を
国
民
に
回
さ
な
い
の
に
平
均

し
た
数
値
を
並
べ
る
だ
け
で
は
疑
問
で
す
。


